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研究 目的 ・内容

地質分野 のデー タは、大量で ある こと、定量デ ータだけでな く定性 デ ー タが ある こと、時間軸 を

加えた時空間分布 を してい るこ と、等 の特 徴があ り、解析 お よび集積 にあ たって一般 的なデ0タ 処

理法では対 応で きない面が多 い。 各種 のデー タを用 いて実際 に解析 ・集積 を行 うことによ り、地質

分野の特性 を明 らかにする ことを目的 とす る。

2.研 究方法 ・計算 方法

地質分野 の多様 なデー タにつ いてデー タベ ース化 して統計 解析 お よび シ ミュ レ0シ ョンを行 う。

デー タは本人が直接採取 した ものだけで な く、共 同研 究者 によって採取 された もの、学会誌 に公表

され た もの、 デー タベ ースに収納 されてい る もの、等 も使用す る。他者 のデー タについて はデ0タ

ベ ース化 に先立 って信頼性 の検 証お よび正規化 な どの手続 きが必要 である。デー タ処理 を中心 とす

るが、処理手法の開発お よび処理 プロセスの検討 も行 う。

3.研 究成果

本年度は数理データ解析 における岩石学分類体系の重要性に関する研究を進め、岩石学データベ
ースから検索 された化学分析値を中心 とするデータに対する各種統計解析 プログラムの適用方法お

よび結果の解釈方法について検討 を行った。その結果、いくつかのの問題点が明らかになったので、

学会で発表 して討論を行った。
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